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解説コーナー

「延長コードセット」の対象範囲について
　「延長コードセット」は基本的には、いわゆる延長コー
ド、テーブルタップ、OAタップなどと呼ばれる、接続
器と電線を組み立てた製品を意図しています。しかし、
市場には様々な形態の製品があるため、４月２日に「電
気用品の範囲等の解釈」が改正され、対象範囲について
の解釈が示されました。この解釈のうち、「延長コード
セット」に関する解釈について解説いたします。
　（「電気用品の範囲等の解釈」につきましては、次のウェ
　ブサイトをご参照ください。　
　http://www.meti.go.jp/policy/consumer/seian/　　
　denan/kaishaku.htm）
電気用品の範囲等の解釈抜粋

　 な電力を消費する機能が付加されたものまでは含ま
　 れません。
⑥ 『“この項において”当該接続器を「マルチタップ」、
　 「コードコネクターボディ」又は「差込みプラグ」と
　 解釈し、“全体を「延長コードセット」で”対象とし
　 て取り扱う』という意味合いになります。なお、雑
　 音防止機能、避雷機能が付加された接続器単体は、「そ
　 の他の差込み接続器」で対象として扱われますので
　 ご注意ください。
　なお書きの部分に示されるように、いわゆる延長コー
ドなどの製品に、雑音防止機能、避雷機能を単純に付加
した製品は、「延長コードセット」で対象として扱われ
ます。また、図１～３に示すような構造のものも、解釈
の範囲内とみなされ「延長コードセット」で対象として
扱われますのでご注意ください。

お申込みはお早めに
　平成 24 年１月 13 日の電気用品安全法施行規則改正に
よって、特定電気用品として追加された省令品目「延長
コードセット」（政令品目：差込み接続器）についての
経過措置が終了する、平成 25 年１月 13 日の直前は適
合性検査のお申込みが集中することが予想されますので、
余裕を持ってお早めにお申込みいただきますようお願い
いたします。

【解説】
① 電源電線にコードを使用しているものが対象になり
　 ます。したがって、ケーブルを使用している屋外用
　 延長ケーブルなどは、対象範囲には含まれません。
② 巻取り機構がある場合は「コードリール」で対象と
　 して扱われます。
③ いわゆる延長コードとして使用することを意図した
　 ものになります。機器に同梱されるような電源コー
　 ドセットは該当しません。
④ 技術基準別表第四 6(1) ニ（ホ）aに規定された寸法の
ものは、「汎　 用性のある接続器」として扱われます。
⑤ 接続器に雑音防止機能及び／又は避雷機能だけを付
　 加したものを意図しています。遠隔制御機能のよう

Ⅰ　一般用電気工作物の部分となり、又はこれに接続し
　　て用いられるもの
　二　特定電気用品
　　3. 配線器具関係
　　3.3 接続器及びその附属品関係
　　(15)「延長コードセット」とは、電源電線（コード
　　に限る）

①
の巻取り機構を有さないもの

②
で主にコー

　　ドの延長接続を目的
③
とし、電源電線に汎用性のあ

　　る接続器
④
（「マルチタップ」、「コードコネクターボ

　　ディ」又は「差込みプラグ」に限る）が付属される
　　ものをいう。なお、「延長コードセット」と同じ用
　　途であって、その接続器に雑音防止機能、避雷機能
　　が付加されるもの

⑤
であるときは、当該接続器を「マ

　　ルチタップ」、「コードコネクターボディ」又は「差
　　込みプラグ」と解釈し、対象として取り扱う 。

延長コードセットの対象範囲の
解釈について

（お申込みについてのお問合せ先）
　東京事業所 TEL：03-3466-5234 FAX：03-3466-9219 

  E-mail：tokyo@jet.or.jp
　　　　関西事業所 TEL：06-6491-0251 FAX：06-6498-5562 

E-mail：kansai@jet.or.jp
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( 技術規格部）
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技術基準のワンポイントアドバイス



可視赤熱
電熱素子

片切りでは赤熱しない状態で
充電部となる。

全極遮断
スイッチ

テストプローブ
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C-Tick　Mark A-Tick Mark RCMマーク
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Registration for MEPS is currently available for the following products: MEPS の登録は、現在以下の製品に適用する
Refrigerators & Freezers (MEPS & Labelling) 冷蔵庫＆冷凍庫（MEPS ＆ラベリング）
Clothes Washers (Labelling) 洗濯機（ラベリング）
Clothes Dryers (Labelling) 衣類乾燥機（ラベリング）
Dishwashers (Labelling) 食器洗い機（ラベリング）
Air Conditioners - Single Phase (MEPS & Labelling) エアコン - 単相（MEPS ＆ラベリング）
Air Conditioners - Three-Phase (MEPS & Voluntary Labelling) エアコン - 三相（MEPS ＆任意のラベリング）
Electric Water Heaters (MEPS) 電気温水器（MEPS）
Three-Phase Electric Motors (MEPS) 三相電動機（MEPS）
Commercial Refrigeration (MEPS) 商業用冷却・冷凍（MEPS）
Linear Fluorescent Lamps (MEPS) 直管型蛍光ランプ（MEPS）
Ballasts for Linear Fluorescent Lamps (MEPS) 直管型蛍光ランプ用安定器（MEPS）
Incandescent Lamps (MEPS) 白熱ランプ（MEPS）
Compact Fluorescent Lamps (MEPS) 小型蛍光ランプ（MEPS）
Transformers and Converters for Halogen Lighting Systems (MEPS) (Pre-
registration now available)

ハロゲン照明システムの変圧器およびコンバータ（MEPS）（現在は事前
登録が可能）

Distribution Transformers (MEPS) 配電用変圧器（MEPS）
External Power Supplies (MEPS) 外部電源（MEPS）
Set Top Boxes (MEPS) セットトップボックス（MEPS）
Swimming Pool Pumps （Labelling)　(Voluntary) プール用ポンプ（ラベリング）（任意）
Televisions (MEPS & Labelling) テレビ（MEPS ＆ラベリング）
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Conference Report

１．CTLの手順書の改訂に関する事項

２．測定の不確かさに対する取り扱い規定
５．RoHSⅡ（ローズ指令Ⅱ）

４．規格解釈に対する決定シート

３．電気自動車（EV）充電システム（Electric vehicle 
　　 conductive charging system）に対する国際規格に
　　  関係する動きの問題



連絡先：
TEL：045-570-2073/E-Mail：pvm@jet.or.jp
　　　　　　　　　　　　　　　（太陽電池測定・認証グループ）
試験品等送付先：〒 230-0004 横浜市鶴見区元宮 1-12-28
　　　　　　　　　　　　　　　（研究事業センター）

太陽電池モジュール試験の
横浜研究事業センター移転完了のご案内

恒温槽

認証試験及び依頼試験の
よりスムーズな対応が
可能になりました。
ぜひご利用下さい。
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装　置　名 設置台数 適　用　規　格
スペクトル可変型ソーラシミュレータ 1台 IEC60904-1

ミドルパルス型ソーラシミュレータ 1台 JISC8990/JISC8991　10.2,10.6

連続光型ソーラシミュレータ 1台 JISC8990/JISC8991　10.9

温湿度サイクル試験装置 5台 JISC8990/JISC8991　10.11,10.12

高温高湿試験装置 3台 JISC8990/JISC8991　10.13

追尾型暴露試験装置 1台 JISC8990/JISC8991　10.8

UV 試験装置 1台 JISC8990/JISC8991　10.10

光照射試験装置 1台 JISC8991　10.19

降雹試験装置 1台 JISC8990/JISC8991　10.14

機械的荷重試験装置 2台 JISC8990/JISC8991　10.14

塩水噴霧試験装置 1台 JISZ2371,IEC61701

インパルス電圧試験装置 1台 JISC8992-2　MST14

衝撃破壊試験装置 1台 JISC8992-2　MST32

　既報（JET Report 第 50 号）のとおり、研究事業セン
ター(神奈川県横浜市)の開設（2011（平成23）年４月１日）
に伴い、これまで東京本部 ( 東京都渋谷区 ) で実施して
いた太陽電池モジュール試験を順次研究事業センターに
移設してきました。
　このほど、試験設備の移設が完了し、研究事業センター
において一貫した試験サービスを開始いたしました。こ
れに伴い、東京本部で行われていた太陽電池モジュール
認証や試験・評価に関するご相談、受付及び試験品の受
け取りも研究事業センターで行うことになります。
　二次基準太陽電池セルの校正、ベアセル測定サービス
の性能評価サービスにつきましても、研究事業センター
で実施できるように移設を進めるとともに、新たに JIS C 
8904-2 に基づく基準モジュール校正も開始に向け準備を
進めております。
　また、太陽電池モジュールの試験装置については、設備
の移設や新規設備の導入によって、これまでと比べ質・量
ともに充実したものとなり、迅速なサービスの提供に努
めてまいります。
　１．ソーラシミュレータ２台体制とし、認証試験の合
　　　否判定の迅速化、多接合薄膜系や大型モジュー
　　　ル（2m×1.2m）の測定も可能にしました。

　２．アジア基準認証推進事業に伴う装置を含め恒温
　　　槽の種類と台数を大幅に増やし、まとまった数
　　　の試験にも対応できるようになりました。

　また、最近注目を集めているPID（Potential Induced 
Degradation）試験や、新しいIEC規格（IEC 61701Ed.2 ）
による塩水噴霧試験も実施できるようになりました。

ソーラシミュレータ室
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１．はじめに

２．NACSはどんな団体

３．JET Reportの読者(企業)と特に関連のある活動の紹介
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４．消費者に向けた製品安全についての教育・啓発

５．NACSからの提案
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３．活動

２．設立

１．背景
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４．入会案内

実施店舗 実施日 マーク認知度

イトーヨーカドー大井町店　
　　　　　　　　（東京）

平成 23 年 9月 3～ 4日 19.5％
（アンケート回収 297 を分析）

ユニーアピタ稲沢店
　　　　　　　（愛知）

平成 24 年 2月 25 ～ 26 日 15.7％
（アンケート回収 599 を分析）
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いろいろな
質問が
あるんだね

よく質問
されるものを
紹介します

6A 7A

7Q
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【お問い合わせ先】
　　　横浜事業所　

【お問い合わせ先】
　　　横浜事業所　

JETの試験設備〈47〉

　横浜事業所・電熱応用グループでは、内部にヒー
ターを利用した電気製品の安全試験を実施しており
ます。
　取り扱っている製品は、身近な所でご家庭にある
電気湯沸器（電気ポット）、電気がま、IH調理器、電気
ストーブ、電気こたつ、電気カーペット、電気便座な
ど、他にも多くの電熱製品の試験を実施しておりま
す。
　電熱製品は高温になりやすいため、電気絶縁物等、
温度限度の技術基準不適合も発生しやすいので、ぜ
ひ依頼試験等確認試験をご利用下さい。
　併せまして、適合性（同等）検査、S-JET認証試験の
お申込みもお待ちしております。

試験現場 〈47〉N OW

耐オゾン性試験装置

電熱応用グループ

ＴＥＬ：045-582-2151
ＦＡＸ：045-582-2671
E-mail:yokohama@jet.or.jp

ＴＥＬ：045-582-2151
ＦＡＸ：045-582-2671
E-mail:yokohama@jet.or.jp

　オゾン (O3) は、強力な酸化作用を有し、屋外で使
用されるゴム製品、電線又は防水シートなどに対し、
亀裂やひび割れを発生させる原因の一つとして考え
られます。
　耐オゾン試験は、オゾン雰囲気中に試験片を暴露
し、試験片に亀裂が生じないかを確認する試験です。
試験の条件は適用する規格によって異なります。主
な規格と条件は、次の通りです。
　・JIS C 3660-2-1/IEC 60811-2-1 ／電気設備の技
　　術基準の解釈第 46条／ JCS4517
　　（温度 25 ± 2℃，オゾン濃度 250 ～ 300ppm，
　　時間 24h）
　・IEC 61770
　　（温度 30 ± 5℃，オゾン濃度 0.5ppm，時間　
　　96h）
　・AK 411.2.3
　　（温度 40 ± 2℃，湿度 55 ± 5%，オゾン濃度 2
　　±　0.5ppm，時間：72h）
　これらの規格に対応すべく、JETでは耐オゾン性
評価試験サービスを開始しております。

　是非、JET への試験依頼をご用命ください。
　お申込みについて
　・試験申込書は JET のホームページにございます。
　・事前にお申込み製品の情報をいただければ、試
　　験費用の概算見積をさせていただきます。



 【　本　　　　　部　】       　 TEL                 FAX　

 【横　浜　事　業　所】       　 TEL                FAX

 【関　西　事　業　所】       　 TEL                FAX
●関西事業所（代表） 06-6491-0251 06-6498-5562
　kansai@jet.or.jp

 【 名 古 屋 事  務  所】       　 TEL                FAX

 【 九   州  事  務  所】       　 TEL                FAX

 【 研究事業センター】       　　 TEL                FAX

 【 電磁界情報センター】       　　 TEL                FAX
●名古屋事務所 052-269-8140 052-269-8498
　nagoya@jet.or.jp　

●九州事務所 092-419-2385　　092-419-2386
　　kyusyu@jet.or.jp　

●研究事業センター 045-570-2070 045-570-2077
   info@jet.or.jp　

●電磁界情報センター 03-5444-2631 03-5444-2632
   jeic@jeic-emf.jp　

 【ISO 登録センター】       　 TEL                FAX

●横浜事業所（代表） 045-582-2151 045-582-2671
　yokohama@jet.or.jp

発行　一般財団法人  電気安全環境研究所（JET）　電気製品安全センター 平成 24年 7月 1日発行
　　　 URL:http://www.jet.or.jp/
　　　※送付先変更等については、お手数ですが FAXにて電気製品安全センター宛にお知らせ下さい。
　　　　　（FAX：03-3466-9204）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ※再生紙を利用しています。

●総務部 03-3466-5307 03-3466-5106
　info@jet.or.jp

●製品認証部　医療機器認証室 03-3466-6660    03-3466-6622
　mdc@jet.or.jp

●製品認証部 03-3466-5183 03-3466-5250
　pcd@jet.or.jp

●東京事業所 03-3466-5234 03-3466-9219
　tokyo@jet.or.jp

●工場調査部 03-3466-5186 03-3466-9817
　jet-fid@jet.or.jp
●技術規格部 03-3466-5126    03-3466-5142
　info@jet.or.jp
●経営企画部 03-3466-5162 03-3466-9204
　center@jet.or.jp
●電気製品安全センター 03-3466-9203 03-3466-9204
　center@jet.or.jp
●業務管理部 03-3466-5171　 03-3466-5142
　info@jet.or.jp

●営業部 03-5358-0694　　03-5358-0727
　isorc@jet.or.jp　

●認証部　品質・情報セキュリティ認証室　
　jetqm@jet.or.jp　　　　  03-5358-0740　   03-5358-0742

●認証部　環境・労働安全衛生認証室
　jetec@jet.or.jp               03-5358-0725　   03-5358-0727

至小田原

至調布

■本部
〒151-8545　東京都渋谷区代々木5-14-12
■ISO登録センター
〒151-0061　東京都渋谷区初台1-46-3（シモモトビル5階）

研究事業センター研究事業センター

至川崎駅↑
至
品
川

↑至矢向

国道15号
線 ( 第一京浜

）

至
品
川

ケーズデンキ

鶴見
市場

八丁
畷 八

丁
畷

■研究事業センター
〒230-0004　神奈川県横浜市鶴見区元宮1-12-28

■横浜事業所
〒230-0004　神奈川県横浜市鶴見区元宮1-12-30

■関西事業所
〒661-0974　兵庫県尼崎市若王寺3-9-1

三田駅 A5、A6

三田駅 A7

NEC

三田駅
A9

東京女子
学園
中・高

戸板
女子
短大

至海岸

至新橋
東京タワー

セレスティン
ホテル

浜
松
町
駅

田町駅

芝園橋交差点

芝公園駅A1出口

東京
グランドホテル

住友
芝公園
ビル 全日電工連

会館3Ｆ

友愛
会館

至
　J
R
田
町
駅
↓

電磁界情報センター電磁界情報センター

■電磁界情報センター
〒105-0014　東京都港区芝2-9-11　全日電工連会館　3階

＜お問い合わせの際はこちらまで＞




